
Ⅰ　設立の経緯

973030090.TIF

研究機甥紹介

高麗大学校
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i 設立の経緯

高＆~大学校 極細亜問題研究所（以下恋研とする〕；土

1957年梼i斗を中心ど宇る周辺諸国の摂史司文化，政if,,

経済等の調責俳句を目的にして託1'.v:-'_;tL，体！tiを11:lzず

る社会科学fiJI究機関と Lて活動し口、るつ

本研究所のかJむよ1950年代の前半にさかのぼる。 うII寺

韓国では泌i:-l力年制続Lた朝鮮戦争が，休戦協定の祈結

によってようやく終了し、民生安定として放IL:されたア

メリカ援ll}Jは復興景気をもたら Lて，相対的な安定を達

成していた仁 Lかしj司i：；土11本の敗戦を契機にしてi前北

に分断され，朝鮮戦争の勃発；土米ソの冷戦体制を滋f仁し

て，民族の分析全国際的に［，行］cLi七しつつあす〆士υLFこが J

て民放の悲願である国土の統 は米、ペ土色士、ろんラ束ア

ジアの）よj辺諸i斗によ ・） て，大きく影響されるとこ九とな

Jて，これらit!4への関心は，急激に明大したのでふる。

こりいったお応勺rj1で耐震大学校辻本俗的な社会外学
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亜細援問題研究所

iiJF究i~rのパ立を構想、して L 、たο ＊t立は1905年「痔ITTU1'P'l 

j：校j として、ノウ＂；.二臼 l立主jl て以来• I緯l司有数のH、，1:

l高等教♂！？機関と Lご発展L，十ショづ I）スムを'I：核；二 L

て淫営－＂ ;/c lごきだっ台I)建Wlには東学運動のrt,十をどな、ム

｜天道会」がJなJJilしご，高平主教育機｜弘］ど Lての1主千i進を力

（こ，h、19'.'(l;f以｜洋i土ll帝期におけ之、l止か1：資ど本としてユ二

一ヤなft,:胃を，t，める；却j南ゲ＞l,・一 7、が｛f)J!i;I＼『東i匝日朝i』

(ll告iJ[IJ己と 1、hこ． 本三f’L司王d討にの汁 ,'JjL ・c再主主ーした。 こ

内たとわ本校は II帝ll'y／兄における朝鮮民肢の孤立運動の {f

力な派以と 1ム机鮮総督I／寸；こよ｝：きびLくw圧さや，

太、r洋戦争末期；こ；土応f交じ主でおL、二主れた。

19-ti午の解伎にともな Jて将J定制咋／：校i土「，，；，；目短大学

校」ど改科、しじ総ft大学土しぐ拘一登場した。そして大

学経）：：；cf)中心i土r:lnfll寺it.:と同慌に余白川，金正il、兄弟を

中校とする湖南企業グ斗ープがあた Jた。 1950年代は朝

鮮到乱期の混乱はともか：も．本立：の父 1:'.＇いわれた全性

;'.jが宇治日免の政敵となったため，幾度か弾圧にさらされ，

ま九l9fi0年4月191lの学生革命ll寺には，本校の三戸ヨヵ，：J二

力とな 3 ご長期政治を誇すていた李承日免大統領を，JIきず

りおろしたことはわれわれの記憶に新らし 1‘、と二ろきふ

心っしたがって高球大学校自体の歴史が「朝鮮半j誌のぷ

近世史の縮図」であり「本学の迂余曲折が朝鮮近代化の

時収」げ両大六十年誌」 l!J＂－ージ〕と点みられごレるの

でふる、



　亜細亜問題研究所の機構

　亜細亜問題研究所の調査研究活動
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このような高麗大学校の伝統からして，また民族の紘

一問題の推移1てからして，北朝鮮を含む｝引ヨアンア諮問

への関心は一つの必然であった。朝鮮戦争の末期時から

高雄大学校の有力教授はふの種の社♀科手研究所のl!Jお

そ論議 L, l!fiG年には研究所準備会が在記、たメン

ーには学部長クラスの教授が選任されて、研究機関の性

格や規模等を将，Ht.，まもな：wc;1'i討が紀見lこf叶I¥さiL 

f二、

かくて lilli.liJfJ l土防麗大学校付，t史研究機関として1957

'[ 1；月正:ctrごすを足 L. ¥i<i jl~ iを，；，心と十る 7プア jお国(11；［黒

丸文化、政所， f（，；斉等の調査研究か実施ナる？ととた

った。またこれら研究と並行して，（1）機関必『漉紺l箪［研

究』のiI］行， I.＇.＇；調査研ヲぞ rN果乙／へ

集’（3）閃書館i， ~·ili/J の推進＇ (4）外国人研究計の招勝と関辿

外国研究機関との交流等が；t：望書事業と L '.i•とだとれた。

方｛泊予E所の1¥l:liヘiぎi、すれれられて，れj代町長：，・：：：

高隠大学校の文学部長の要職にあった卒中ll般教股が就任

し，員1］所長にn政経学部kの組沈滞7-'I授方、哩任主れt:

そして調査矧’花活動を拐ろliil・兜 L,1 .ブにJtjfr九と L.，.一

本学の歴史，哲学，政治，経済，法律，社会，話学寺トグ）

教j受が兼任し，研究プロ／エ ／7 トにLfこが Jてi)f究rt・:,
研究助Fが随時参加する±とをなっ竺。研:1Efl.や助手i士

高麗大学校の教官に限定せずに広く関連機関に開放し /:: 

fこめ，外喜f語研究者を含めた共j,,]lilf究μ〉推？金沢「iiゆfJ 什

大会な特色と？とっ？で。

n 亜細亜問題研究所の機轡

本研究所の段構は図のように日分好の制在研光案と 1

蜜の事務部門で構成され，所長が全体を統轄することは

いうまでもない。現所長にはい帝時代重’主にあ たた碍

｜ぬ時政府のメ Jパーと Lて抗1i 1虫立運動tこぢ加 ．併比

以降は現代中国研究の中心者として活躍している金俊t•/:

教授が就任じている。

「E互｛iJfJには図のように諮問機関として［評数員J.. 1:: 

「編集委員」がおかれている。評議員は研究テーマの選

定や研究方法iこっし、て所長にめ言し続三E委員i土機r,t,I，，む

i亜細部一研究jの編集や各種研究成果の刊行にたずさわ

るのを任務としている。

,v寄査研究班は1971年末現在8}l!!filそか.L＇九、三，が， そ

の内容についてはEの調査研究活動Jの項で説明するので

ここでは省略する。事務古JS門は局長に相当する総幹事治

資任者とな） ・c，総務会計はもとよ，） , t江沢，資料，語学

訓練の各種活動を指揮し，調査研究活動を補佐している。

研究機関紹介九？百二黒ι ー

f近代韓国史料編纂室

｜韓凶社合科学研究室

四 B1il~；日室
1共産圏研令室

• .：：.ごヤ11.i・政山掴について簡単にふJLておくと，ード研＇ I"'

所；t大学1、川町並関で，hるからほとんどが大年本部からで

給されるのは幻然だが，私立大学であるからその支IL＼は

限I';'.'J＞あヘ c L fこカhソてお1］，＆期tこは外園長ゆを期待1

19fil {fにはフォード財団から28万ドルの資金提供を

受け，（1）李朝末期における外交文書の整理編纂，（21現代

韓同総｛，－Fil究，3）批判鮮におけ ζi共庄二iコ義運動石山研；，：

ブ。口ジゴクトの資料購入費にあてられた。

llT 亜細！亜li;J題研究所の調査研究活苦IJ

1 1日緯国政府外交文書の編纂

三の読書務事業；主187β年，｝）開港時から19051干のfl枠議，i:

書締結時までの期間を対象に，！日韓国政府が各国公館と

結んだ外交文書を発掘，整理することで，その成果は「III 

韓IJJ外交ど書iとしこ本町吃所から刊行された。従来三

の種の資料のほとんどは李氏朝鮮の王室図書館に相当す

るi章肱l文庫瓜1原資刊形態で保存されてνfこが，本研；こ

所itl962可から10カ年計1由iで李，JI植， 111爽沖両教段が中

心になって国日I］年代別の整理編纂事業を実施し， 1972年

ま 023を］lj行Lて，この7ロジェクトl主完了した。旧1/J(.

国政府外守文舎は日本篇7冊， i脅篤2冊，アメリカ篤3

冊，イギリス篇2冊， ドイツ篤2冊，ロシア篤2冊，ブ

ラ：ス'1]z冊‘その他諸国籍Ii目，それに宗引筑 1冊で

構成され‘朝鮮近代史研究の基礎資料として，内外から

高く評価むれた。またこの事業とは引に， 1966-4'-li寺から

外三文去の付11（，資事十の編纂7)~並行してすすめられ，海｜羽

第，統警日記，外衛門日記，交渉局日記，開鳥往来文書

等のうわ， 1972年度がら一部資料の刊lTが開始さ;/1,た。

2. 現代韓型経済研究

この調査研究事業は解放以降の韓国経済を総台的に把
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研究機関紹介

mi-rるために実施され、超磯溶教疫が責任者とな j て10

人の所員，研究員がこのザロジェクトiこ参加しえ。韓国

経済研究は日本帝国主義下の期間， 1945年から朝鮮動苦し

にいたる1950年までの!I寺Jm，そしてそれ以降の三つの分

貯に大別できるが，本/Vf＇泊ま 1950if/tの経済発！Jilを主と

した対象にして，多面的な経済分析を行ない，現代韓国

経済研究のふ期を阪す成果をあげたとされて司，;:, ＇次に

これらの内？与を資料名で列挙するつ

④ 中ト ：欝範『韓国統済成長論』

⑪洪承i石i『韓国経済立l資本苔償過程』

の金命i伺『韓国財政斗構造1

⑮ ヲド 恩烈！『韓国立l金融斗資本動員』

＠ 金；潤燃『韓国型｜労動問題研特』

（わ梁 ；~，水『韓国農村主｛村落構造』

⑧黄焔峻『韓国判工業経済』

⑥洪承穣『韓国人判価値観研究J

山李相球『韓国国際経済論J

①越磯i容『韓国資本主義成立史論』（近引IJ)

現代韓国経済研究は1971年度から韓国経済の対外問題

を，，i心とす主第2期プロジェクトtこづ！きつがれどL、る。

1960年代の韓国は第1次，第2次経済開発計闘の推進に

よゥて，計画期間中は年平均約10%という高度成長を達

成Lた。しかし，このことi主同時に鋭同経済のけ外依存

の様化の過溢であり，二の韓国経済の対外関係ー特に日

本関係ーの分析が必要な所以である。現在この積の研究

成果は単行本では刊行されていないようであるが，機関

誌『亜細亜のf究』にはー官官の鴎係論文ぷ搭載されている。

3. 日本務国主義下の朝鮮研究

本研究フJ ロジェクトは1969年から 1カ年計i出！で22人の

所員，研究員が参加してすすめられ，ヰ！（放後iι着予され

た最初の本格的な日帝期の研究となった。越磯i容教授が

よHI：者となって全体を統轄し，日’可子下における朝鮮民族

の抵抗と独立運動を基i立iこすえながん，政治経済I'.の諸

問題はもとより，文学，マスコミ，女性，近代化運動等，

各分野の運動侠隠を克明iこ分析し口、る。この組の論文

は機関誌『r!Ji紺l亜研究』 iこ多数発表されていノ：~＇工がりで

なく，以下のようなタイトルで最近民衆出版社から単行

本として刊行された。

（山） キト長義他『日帝－＂I文化侵奪史i

(b) 金文植他『日帝斗経済侵奪史』

(c) 趨容直言他『日帝下卓｜文化運動史』

(d) 金成li((/1也『日帝T-"I民族運動史』

(e) 越正幾溶他『日帝下斗社会経済研究』

90 

日帝期の研究は必然的に李朝末期の資本主義蔵芽論争

にみちびく。北朝鮮で；主この分野iこ関する資料が多数発

表されていることからわかるように相当活発であるが，

「亜研lでも社会経済史専攻荷を中心にして， 1970年か

ら朝鮮資本主義の初期段階の解明にとりくんたさ。朝鮮資

本主義成立論といづた理論的分析と並行して， 19世紀米

における社外経済関係と産業の発生，開化期における民

族企業．西洋資本主義の侵入と韓国の反応等ポ課題千ー

？として実施されている。

4. 社会主義圏研究

民闘をi体にした社会主義研究は韓国の国家方針が

「反共」におかれているため，資料活動も含めて事実上

禁止の状態にある。しかし同胞が個別かれご住みつづけ

る北期鮮への関心は潜在的にきわめて強u、上iこ，国土の

統一に関連して本格的な北朝鮮研究が要請されたことは

すでに指摘したとおりである。竺のため「直研」は創立

時から北朝鮮問題を1j1心とする周辺社会主義国の調査liJI

究を主要事業として掲げ，関係機関の了解の下に大規模

な学術的調査研究を行なっている。したがって本研究所

は韓国lt間における耽ーともL刈、うる社会主義問題引l究

機関で，現所長の金俊爆教授が一貫して責任者となりな

がら，この分野の調査研究を指導している。

(1) 北朝鮮研究

この分野の研究は1962年から 3カ年計画で開始され，

主として北朝鮮労働党の形成過程を取りあげながら，政

治機構や経済政策J二関しても分析をすすめた。この調交

研究は1966年以降の第2期研究に引きつがれてさらに精

級化される一方，新たに北朝鮮の対外政策， 7カ年経済

計画，教育制度，言w政策，法律体系等が課題テーマと

して登場L，専門家i乙よって関係分野の調査研究が実悩

された。

196自午IINから開始された第3期北朝鮮研究l主質量とも

どもに新人しい段附を迎えた。共同研究のメ Lパーには

従来の韓国内学者に加えて，新たに在米韓国入学者が多

数参力riL‘国際的に広がりをもりえ北朝鮮総介研究とな

った。考察分野は従＊の共産主義運動に加えて，統 問

題に関連する諸問題が網羅的に取りあげられ，南北両朝

鮮の政治経済面の比較研究も始まった。そして北朝鮮と

密接な関係にある中国，ソ連等の対外関係の分析がすす

められる一方，統一に重要な影響を与える在日同胞の動

向も共同研究につけ加えられて，韓国における北朝鮮研

究はこのフ。ロジェクトを通して 1期を画すこととなり

た。これら調査研究の成果は1970年9月に開催された



　国際会議の開催
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「韓国統一国際会議Jで報fきされ，現在進められている

「南北調整会議」にも大きな影響を与えたとされている。

jじi；司f/11'研究は1971年以降第4期に引きつがれていて，

課題テーマには北朝鮮労働党の 4次， 5次大会，政治リ

ーダーの変容と特質， 6カ年経済計画，言語政策等があ

げん，れている。 .1U;<JJ鮮際伝（／）11111i文l土機関芯r,・亜綿布ill究』

に多数掲載されているが，単行本としては共産陸l資料と

して金俊煤他『韓国共産主義運動史』 I, II, III，キ卜東

雲『j七悼統治機構i命』，方十j手『ヰt韓ツJ働党斗形i点1発

展』等19冊編ミん占れてU、る。また法，；，；4等の資1'I漏も

61H}刊行されていて，この分野の研究者に役立つ。

i2) "i＇底，ソ ；Jiii)i究

朝鮮半島をぶりまく中国，、Ji車両国／tff，＂史的， Uヒ｜の

に緊密な関係にあるばかりでなく，朝鮮半島の統一＂＜安

全保障等に重要な影響を与えてu、る。 Lf七がって， 1'1(j述

しにtうに北朝鮮の1究の一保として， 1968年時か人xt外

関係問題として分析がすすめられる一方，ソ連の対策ア

ジア政策や金ilrili:1／：！、怒と毛沢東思想、の.jl_Aii，：研究がお1叫に

調査｛却先テ－？ど Lて取旬あげられたc そして1971if.か

らは中国共産党の形成過程や中ソ論争も研究課題に加え

られ，北朝鮮における対外！却系の総合的べ把握が－Jt-め

られている。また中国研究と Lて辛亥，＇（， (,j，や5・4j＇宣言事j

の解明作業が1970年に入って開始され，いずれも近代化

論を分析方法に寸一えているのが特徴である。

5. 近代朝鮮思想研究

本分野は先任所長にあった本相般教授を主査として，

18世紀凶から従んになるキ I.Iスト教等のヲーロツペ型想

の没透が，伝統的な朝鮮｝，＇.！五1とどのよ人に接触し、近代

朝鮮思想の形或においていかなる役割をはたしたかを研

究対象lとしているつ現在三の種の研究のうち終了したテ

ーマは，（1）戟｛自下における刈洋思怒の導入ど摂取過れ、 2) 

東学思想、の形成と展開，（3）韓国社会倫理の研究，（4）それ

に思想関係資料の整備で，これらの内容は機関誌に逐次

発表されている九

一方進行中の研究分野としては，李朝の開明思想家で

ある準P1仁光司慎後納，朴世堂の研究があり，資本主義の

煎芽！日刊互に関連して，李朝末期に漢i:L流域で活醸した京

江商人の研究が社会経済学者によって着手された。また

この研究班では日帝時代に朝鮮近代思想家として箸4ろで
あ.，たLl＇.南善の J貯蔵資料の編纂を行fよr Jていて，近代思

想、史研究に大きく寄与するものと嬢？与されている。

6. 現代日本研究

｜頓研jにおける日本初i交は1967年！！｛JTJ｝岐教授を苛任

・＝一研究機関紹介主こ 一色王

者として，資料収集事業を中心にして開始されたが，閲

教授がASPAC事務局長に転出したため，現在は韓培治

教J受がこの部門の主査にある。韓国は日帝下36年という

特殊的経験があるというものの，挙術的な日本研究は諸

外国に比べると相当遅れているという反省に立って， 11

木l,J「究が開始主れたと」、う。日斡],Li[司は1965年の国交正

・,;.;; fヒ以降＝、t数民緊密度を深めてu、るえめ「亜ii）卜」の日本

研究は各方面から注目されている。

刈在日本1i!¥'1l'として主砲されて，.、るテーマを抽出する

と，政治11-1・ーの文化的背景，戦後日本の対外政策，

戦後日本のナショナリズム，日韓外交関係の諮問題，日

本の防衛政 l夜と韓国の安全保障，それに日本の対韓投資

手♂Cあり，終了したプ、ロジェクトには．戦後II本の政治

変動，日本の政党政治と安保問題，日本の対朝鮮半島政

策等で， u、t'.JLもアメ ＇） -/7で高等教守を受けた／川土研究

0が日本川究iニ従事してvる。

7. 東南アジア研究

従来韓llヨ：：：おける東市アジア研完は一部篤志家を除け

は絶無とν...Cも過乏でない状態であったが， ASPAC

の結成や南ベトナムへの国軍派兵などから，東南アジア

に対する問心が増大して，本研究所でも1967年から東南

？ンア調丘iii「花に着手することとな Jた。

しかし東南アジア研究家は前述のようにほとんど存在

しなかったため，当面は東南アジアの有名大学から研究

日を招へL、Lて専門家の英成につとめる一方、交換制度

の活用によづて若手研究家を東南アジア諸地域に派遣し

ている。

1971年丹ミム具体的仁開始されたlOl'itテーマは，タイ固

における対外政策と :iEATO，ノCキスタンの社外関係，

インドネシア箪部の生成と政治参与，インド国民会議派

の性格と絞刈の 4分野である。また社会主義に関する品j

題として1{1ベトナム民民戦線の生成ど役割，マ Lーシア

における共産主義運動の調査研究がなされ，いずれも「亜

研］から単行本として H行された。

三のよりに木研究所は種々の調査研究事業を実施して

いるが，1970年には新たに「世論研究室」が付設されて，

決承穣教段が中心とな〉て，高速道路周辺の村詐調査プ

ロゾェクトが推進中ワふる。

IV 国際会議の開催

1. アジアの近代化

本研究所は学術文化の国際交流を創立時から掲げ，

1%5年高fj巨大学創立時周年を記念して， 『アジアの近代
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研究機警護謡介

化」に関する国際会議を実施した。この会議は終回にお

ける最初の国際会議で，内外の学者66人が参加し，わが

国からも板垣与一，林健太郎の両教授が参加した。

この会議It以下のように五つの分外会に分かれてすす

められ，考1<.，論文は機際誌『亜細，jji研究』， Rげ》川、f I 
司

~ ／ 

t!u, Internlltiοnal Conj守，renCI' 什＂ tlie Proh/ 

λIo正f引川・zationin Asia, 19印．に掲載されたη

(1) 近代化の慨念

,2) アジrの伝統社会と近代fと

(3) 近代化と代i1,

(4) 近代化と綴済

(5) 近代化における階級階層の役割

2. アジアにおける共産主義

本国際会議も］9fi(i竿内外学f,・26人な加して開rn・さ1て，

J七朝鮮の政治経流問題と中国のけケト関係が主と L・：＿－，治議

されたロこの会議録は「亜研J"fl）の「中共閣の将来」に

収録されている。

3. 韓童書の伝統と変遷

アメリカf’王将llf7,j:機関であく， Joint Committee for 

T<nrean Studies of the Social Science Researcl川、oun-

cil and the American Council of Learned Societies 

との共催で1969年実施され，次のようなチーマ？発表討

論がすすめられたえ

1) 韓国と外部世界

(2) 韓国の社会文化

(3) 経済的変化と近代化

(4) 政治社会制度

(5）政治工デrし

4. 韓国統一の諸問題

この国際会議は高麗大創立65周年記念事業として，

1970年8月15日に開催され， 12カ国から関係者80名が参

：い朝鮮半島の統ーとソ速の政策

b 朝鮮半島の統一と圏内的条件

ゆ政治的文化的状況

経済的状況

3: 軍事的状1比

C 消一計画の十ぬいす I 

（む北朝鮮における統一目標

川中立化と統…

正l 連邦政府と統戸

rl 統一計画の比三、III 

I!; 統一計画と国連決議

必〉 南北協商の目標

（勤続ーの段階的計閥

5. :;ti:固と東アジア情勢

このそミナーは1971_tr:-「亜研」創立14周年を記念しご，

上記テーマで連続的な講演会を開催した。講師は所長で

ある金俊曝教授をはじめ， Prof.E. 0. Reischaur, Prof. 

J. W. Morley等6t,"1'、米中接近下はおけるアジア情勢

や刺鮮半島の統一川＇.fil：ニ－）いて報告汁論がなされた。

6. アジアの中の日本

本セミナーは1972年 9月1日から 4日間にわたってン

ウノレで開かれ， 日本とアジア諸地域の国際関係の現状と

今i!::I l本がはたすこき ｛i主主ii］について報告討論がなされ

t~ C 1)7)11者は韓国内学者の34名の他に7 l I）カからノ＼ベ

ート・バッシン（ゴロンビア大〕， D.C.ヘノレマン（ワシ

ントン大）教授等が加わり，東南アジアの研究者も含め

て外国人は28名に遣した。わが国からは市村真一，神谷

不二， Wi藤議吉のj音教授「） 5名が参加したという。

V 聞 書 館

}Jilして，歴史（i'.J仕大国際会議とな 之。参加汗；土待問の 「亜li！「」は研究所書I]、工以来関連資料の収集を積極的に

学者研究脅こり他i二、時の韓底首相や外棺も参力IJL‘アメ すすめ，現在資料l土ι万冊に遺して，研究機関の中では

リカからはハーペカーン，わが国／戸らは神谷子二二，衛 J字国技大の蔵書規模；ιある。所蔵資料を大;ijljすると，←

藤溶吉氏等が参加した。 般図番，故崖南善の蔵書であった六堂文庫，それに社会

本会議は4個の分科会にわかれて65に対する関係論文 主義圏資料となって，；量的には一般図書グソレー7＇が最も

が発表され， Zれら内容は f亜細；μ，：研究』と:'Jt丈資料 多い。この種の資料は大部分が社会科学分野の洋書， iI 

Report of the International Conj；庁間配偶 thピ P，・0- 本活資料で，書店から購入しているため大きな特色怯な

bletns of Korean Un析cation,1971に収録された。 いが，フォード財団の援助で収集された日帝時代の臼本

次に分科会のテーマを示す。 議資料には，当時の官報や朝鮮総督府による⑧資料も多

a 朝鮮半島統一をとりまく国際環境 数含まれていて，「亜研」図書館の一つの特徴となって

① 朝鮮半島の統ーと中国， R本の態度 νるコ

②朝鮮、1・ぬの統ーとアえ！） ｝］ の政策 六常乞庫は窪南者が1950年以降収集した資料で，死1辻

92 



　出版活動

973030095.TIF

研究機関紹介

十三研究J•lifニ寄11；押されたものであるつうじ市えはま主主家三 l でここで；土W,J々 にと；）あげな＼ • /;;, これ「、はL寸ヱ；／lt：た

て抗：名で，朝鮮戦争仰には数－!JII丹；こ達Lてvたとのこと 以 Ui(l-n'.O号に特色があ；），待国の代表的な礼子会千！とJ,t 

ε，（；，るが，戦闘のさ'Iiにすべて焼失Lfこと、ぺ。 LJこが のL元｜弐とし C，河川€Ji究 c＇）基礎資料と芥価されて L 、心、

〉てJlUEーの六’；：t:u副主判1停戦争iを収耳：C:':Jlた資料である 支た北利鮮関係の資1料（土峠li~ の政；f;jj;;l,lj ＿卜jJ ＇ 「》·＇11'.C');i;lj

が． 丈！子、思想til係資半！〈／叶也｛こ， J克イ上fはほとんど人 F ;/'J ~：士ぬがれないが、資料集などにはわが［正I でははじめ

f；可能とみられる資flli数多く含：ULごいぐ， こllら＇it ごムllilさllJニ仁，，， 1，多く興味深いcこのi也iJ11司関係l記1,I;-

Yk＞＇捻f型t記事与が終了 ji lff. I I ・,i'iトtこれiJ' 心中］傾斜，JIだの がtHit }IJ11 されて噌、／~，が， L 、－r11も A D. Bernet ＇：：｝•.川

らじ十字；（i(J資料となヨ土WJi-'f主れている。 両日l沢4:て町呪fr；土lド11¥ir状態（こもる。それに所内資件とし

i幻こtL会：ici'itl組資料ぞ去ヘ）が、 1)i1i£c')J. ・＿，；ニ中i.//l!J川 kl て •11f',f ，治主力：41:,1 ヨt六 ~.il i二、心仏大川分l上『，t]i柵刊

j止が lkl七iにおかれといイ主ため． 二ぴlf毛♂）＇［王、H：土.ilfi',;;,;

札！）｛1)1吃機問であ,It：工ll¥zf長悶覧；主 1:"Ill色十～，v》ζ】l L lこ／）；少 （図 J；引すIi',{)

く本lill完1,iは関係機関の了解の 4,.':: iふこび）経，，l）資汁ご

格DiiiL Cい心.－， I 'fr秘資11；土，1;-, ！［ケンどム！主1}ふ貸料、•＇.：＇.

北朝鮮｜弘lf；，己資料、 13'1'1'1礼 、ノ連｜封筒係資n；こ大＼JI]むさ／与

が，大i'rJ;；］は.jt，神Jjlt'1'関係資'll・とみんH，間覧；ニitねりljJ'

,;}11fを必要こ jムムー

｛可Elill に｛土1主i,I｝＇川ど J今、ハ／νぐ，；g;:,;JIIJ恥；ぐか｛）十i./',:~' ;/ 1 

・c I，、 C ，，淵 1i:1;11·rc1羽｛系汗の外国；.：i.引：ぷ乙付l~fll ム JLシ、ジ

1見fr＇夫前， Ljiの，ili"t,JL¥11出吾だけであるうヘ｝ひ、行いこは

いシア：；／七 日本＂：L4£:h T 〆プ JJ;';i,'i- ；主む封、kす心 j二；j~· ；：＿：、

；市Mtf101外［fil 人 fil['i',:i.J.i，二社十る｛•JJ鮮品｛i)F約七 l#dリム jLて

L～ミJC

Vl Ill )t反；－，r,・ fi]J 

I if]d,JI I Ul,'l¥l河活動は機関iよi；『耳E細亜石)I'，［＇』：？の紘誌

編の他に，特色ある各種資料の！引tをおこ l; .てL、二：

『弔1細亜研究』は1958.ifを第 1ぢーとし亡， 1り（i4今ま U土

、！とiflll，以降は手q1Jとして，現在'fで4:-¥i；－刊行された。

内容は{i)f究所れを中心とする内外午寸；山村jl司おとびJ,';J辺

諸｜同の歴史‘丈化，政治経済関係論fとと，三汗それに受

人図書の紹介からえ I），発行部数の＇I'分lこHI汁する日側部

前後が外国に送il'されている。

朝鮮語全額rさない｛1丹’だちには：英文報誌 The, lsi<1tic 

Res，’αγεlz Bulh寸inh刈主立つ。このl長引は19日i千三只古、

ハliJiiカミ！！司Ii｛；＇され、 NH卦におけるf下平／－lilf’1¥:Ji)Jj11J, t1！~＇.時.＇｛

均等合掲，IえLごL、る。 19681下2月士 CfJi.U！月十Iiど1て

[IJfI・ .~れたが， J'/.1如上手［IJ；こ変更され， j見n,t で l l己:: 

iこ／ニソ l/こ。 f ,1五iilUは1945年から1りわ2{F,:こf1Jir2'::lt／二

u忍iヌI〕芹につL、て文紋解題を実施 L, I,ib!iogrdj>hy of 

Korean Studiesのtwmで上F2 lllr縦割したc196:li刊フ

降it米fljcあ心が司 1'1if,j己の AsiaticI<,・s,・a rch ]fol /din 

tとιにii,f外問先行には便利れ、＇， '.i:Hむ.（：，ノム。

＂＇司fl:研究弓i：きたの成果i土 III の研究し，~·J!,,/J (,)J廷で紹介したの
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